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検査について授業中先生が話していたことをまとめておきます。
R-CPCは細菌感染の有無、重傷度、敗血症らへんが過去問にでているようです

· 起因菌同定が感染症治療で最も重要
感染部位と起因菌が同定できれば抗菌薬の使い方は決まる

· 起因菌同定に有用な検体＝菌が検出されれば起炎菌と同定できる検体
血液・髄液・胸水・腹水・閉鎖性膿胸・穿刺して採取した尿など
· 採取しやすい検体はコンタミネーションを考慮しなければならない
便・尿・喀痰・鼻腔咽頭ぬぐい液・皮膚表面・開放性膿胸など

· 抗体検出前に注意すること　
· 抗菌薬投与前に検体を採取する
※特に血液培養では重要
　抗菌薬投与後血液培養を行っても検出率は半分以下に低下する
　また、菌のバランスが大きく変化するので起因菌が同定しにくくなる
· 常在菌の混入を避けて検体を検出
· 十分量の検体を採取
· どの部位からどの検体を採取したか検査室にわかるように依頼
（部位と検体により目的とする菌や使用する培地が異なる）

· 全ての検体は速やかに（１ｈ以内）に検査室に出す　
· 培養されやすい常在菌の異常増殖を防ぐため
· グラム染色での菌の割合から起因菌を同定することができなくなるのを防ぐ

· 感染症治療の流れ
1． 原因菌の分離同定
2． 感受性のある抗菌薬の中から感染臓器に移行性の良いものを使用
3． 薬物動態と約力学を考慮して用量・用法を決定する
4． 薬歴を聴取し、安定性の高い抗菌薬を選択
5． 使用薬の相互作用を考慮して薬物療法を開始する



☆　どのような感染症においても血液培養は起因菌同定のために重要
　　　＊多くの感染症は菌血症をおこしているため、培養されれば起因菌の同定ができる
　　血液培養法
　　・　抗菌薬使用前に行う
　　・　採血は末梢静脈or末梢動脈どちらでも良い
　　・　多くは異なる部位から３セット採取されれば診断可能
　　　　＊最低でも２セット必要
　　　　　1セットのみでは断続的におこっているものや常在菌の混入を否定できない

☆　細菌感染で迅速に行える検査はグラム染色であり、１５分程度で行える
　　・　陽性球菌、陽性桿菌、陰性球菌、陰性桿菌の４つに分類できる
　　・　菌が白血球に貪食されている像があれば起因菌が疑われる
　　・　複数菌ある場合、割合から起因菌の推定が出来る
　　・　ある程度の菌の同定が可能

Q．膿胸を合併した肺炎においてどちらが有用か
　　１．喀痰
　　２．胸腔穿刺液

☆　起因菌の正しい同定のために
　１．抗生物質投与前に十分量の検体を採取
　２．菌が検出されれば起因菌と同定できる検体を選択する
　３．血液培養はどの感染症においても重要
　　　複数セット、違う血管から採取する
　４．感受性が判明するまではグラム染色の結果から起因菌を推定する






以下過去問から該当範囲を抜粋しておきます。
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問82
菌が検出されれば起炎菌と断定される試料はどれか。
a. 胸水
b. 喀痰
c. 傷の浸出液
d. 尿
e. 便

 答え a
    
問83
検査で注意することとして適切なものはどれか。
a. 便は常温で保存する
b. 髄液は常温で保存する
c. 喀痰は五時間以内に提出
d. 生理食塩水でうがいしてから喀痰をとる
e. 
答え　再現が完全じゃないので分かりませんがa〜ｄは間違っていると思います。
    a.b 　常在菌の増殖を防がなければならないので常温では保存しないと思います
　　ｃ　　採取後は速やかに提出しなければいけません

問84
血液培養について正しいものを2つ選べ
a. 抗生剤投与前に採血する
b. 同時に2箇所採血する
c. 2回採血する時には同じ部位を採血する
d. 動脈と静脈療法を検査した方が検出率がよい
e. 
答えaと?
  b.c  ×菌の検出には異なる部位から最低でも２セット採取する必要があります。このとき１〜２時間は間隔を空けた方がいいそうです。
  d 動脈と静脈どちらでも良いと言っていた気がするのでこれは×なんじゃないかと思います。
 

問85
細菌感染症の治療において最も重要なことはどれか。
a. 起因菌の同定
b. 起因菌の推定
c. 抗菌薬の投与量
d. 抗菌薬の投与方法
e. 経験に基づく抗菌薬の選択
答え　a

問86
好中球の左方移動について正しいのはどれか。
a. 血中に後骨髄球が認められる
b. 骨髄において桿状核球が増加する現象である
c. 感染初期には生じない
d. 桿状核球が分葉球より多くなることはない
e. 好中球数増加だと細菌感染症の重症化を示唆する
答え　ｃ

問87
CRP上昇と同じメカニズムで上昇するものを2つ選べ
a. c3
b. アルブミン
c. d-dimmer
d. フィブリノーゲン
e. LDL-コレステロール
答え　a.d
						
問89
左方移動で血中に出てくるものを2つ選べ
a. 赤芽球
b. 骨髄球
c. 前骨髄球
d. 骨髄芽球
e. 後骨髄球
答え　b.e

問90
白血球分画として正しい所見はどれか、2つ選べ。
a. 桿状核球が10%以上
b. 桿状核球が15%以上
c. 桿状核球が20%以上
d. 分葉核球が15%以上
e. 分葉核球が20%以上
答え　？
　　　よく分かりません…
　　　検査値とかついていたんでしょうか

問91
細菌感染症で見られる所見で正しいものはどれか、2つ選べ。
a. 好中球数の減少
b. 好中球数の増加
c. 好酸球の増加
d. 好塩基球の増加
e. リンパ球の増加
答え　b.e

問93
重症感染症の所見はどれか。
a. 好中球増加と左方移動あり
b. 好中球増加と左方移動なし
c. 好中球減少と左方移動あり
d. 好中球減少と左方移動なし
e. 好中球変化なしと左方移動あり
答え　ｃ
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【問11】　培養されれば起因菌と同定される検体はどれか。2つ選べ。
a 中間尿
b 髄液
c 血液
d 便
e 開放性膿瘍
答えbとc

【問12】　血液培養において正しいのはどれか。2つ選べ。
a 採血量は2ml以上あればよい。
b 十分に皮膚を消毒してから採血する。
c 時間を空けて2回以上検体を採取する。
d 動脈から採血したほうが検出率が高い。
e 2回以上採血する場合同じ採血部位から行う。
答えbとc
　　　a　20〜30mlらしいです
 

【問13】　細菌感染症の治療において最も重要なことはどれか。
a 起因菌の同定
b 起因菌の推定
c 抗菌薬の投与量
d 抗菌薬の投与方法
e 経験に基づく抗菌薬の選択
答えa

【問14】　好中球の左方移動について正しいのはどれか。2つ選べ。
a 血中に前骨髄球が認められる。
b 骨髄においてかん状球が増加する現象である。
c 感染初期(発症後1－2時間)には生じない。
d 桿状球が分葉球するより多くなることはない。
e 好中球数減少を伴うと細菌感染症の重症化を示唆する。
答えｂとe

【問15】　CRP上昇と同じメカニズムで上昇するのはどれか。2つ選べ。
a 鉄
b アルブミン
c α1グロブリン
d フィブリノゲン
e LDL-コレステロール
答えcとd

